
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年 ５月 ２０日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：  

20 世紀ブルターニュを代表する文学者・知識人であるピエール＝ジャケス・エリアスの全体
像を、残された文献や映像資料、特にブルターニュ・オキシダンタル大学に所蔵されている「エ
リアス文庫」や、フランス国立視聴覚研究所アトランティック支部に保管されているエリアス
が出演した 50 本以上のテレビやラジオ番組、さらには生前のエリアスを知る 20 人以上の親族
や友人知人、研究者などへのインタビュー調査によって明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Pierre-Jakez Hélias was Brittany's most famous intellectual and literary figure of the 
20th century. I have tried to gain the whole picture of his many activities through the 
numerous documents of the Hélias Collection kept at the University of Western Brittany, 
the more than 50 TV and radio programmes about him archived at INA Atlantique, and 
interviews with over 20 people ranging from his relatives to his friends and college 
professors. 
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１．研究開始当初の背景 
フランス北西部の半島地帯に位置するブ

ルターニュに地方は、古来ブルトン語（ブレ
イス語）というフランス語とは異なるケルト
系の言語を持ち、今日フランスでもっとも地
域的アイデンティティーの自覚が強い地域
として知られている。しかしそのアイデンテ

ィティーの起源は比較的新しく、１９世紀に
はじめて現れたと言ってよい。 
応募者は９０年代よりその起源について

調査すべく、１９世紀中葉に現れたブルター
ニュの民謡集『バルザス・ブレイス』を中心
に研究を進め、毎年のようにこの地方に赴い
て文献調査やフィールドワークを行い、多く
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の研究成果を発表してきた。本研究はそのブ
ルターニュ研究を、２０世紀さらには現代へ
と発展させることを目的として着想されて
いる。 
ピエール・ジャケス・エリアスは２０世紀

のブルターニュを代表する文化人であり、主
著である『誇り高き馬』によって世界的に知
られている。しかしその研究はフランス（ブ
ルターニュ）においても緒に就いたばかりで
あり、わが国においてはケルト関係の翻訳書
やフランス民衆史関連の歴史書でその重要
性が指摘されているほかは、応募者が２００
１年に発表した論文（ « Merlin dans l’
imaginaire breton depuis le XIXe siècle » 
in IRIS, Université Grenoble 3）を除いて、
本格的な論述の対象となったことはない。本
研究はその意味で先駆的な試みである。 
 
２．研究の目的 
バス・ブルターニュ地方のブルトン語圏で

あるビグーデン村に生まれたピエール・ジャ
ケス・エリアスは、ブルトン語を母語とした
が、早くからブルトン語とフランス語の２言
語を使用して、作家・詩人・劇作家・ジャー
ナリスト・民俗学者・ラジオ番組製作者・民
話の収集家等として多方面で幅広く活動し
た。特に１９７５年に出版された『誇り高き
馬』は、２０世紀前半のブルターニュの農村
社会を詳細に描いて大きな反響を呼び、５０
万部を超えるベストセラーになった。その一
部はいくつかの言語に翻訳され、海外でも紹
介されている。 
エリアスはこの成功を機に、中央のメディ

アにも頻繁に登場し、また晩年には民話に題
材を採った小説も出版して、ブルターニュの
スポークスマンとしてフランスのみならず
世界的に知られた。その一方で、彼のブルト
ン語やブルターニュ文化に対する姿勢は、生
前から「後ろ向き」として批判の対象となり、
とくにブルターニュの運動家のなかには、い
まなおその業績に対してアンビヴァレント
な態度をとる人が少なくない。 
本研究は、そのエリアスの活動を、残され

た著作、ノートや手紙等の資料、映像、さら
には関係者へのインタビューを通して検討
し、以下の 3 点について明らかにすることを
目的としている。 
 
①エリアスの多面的な活動を調査・整理して、
その全体像を明らかにする。 
②同時代のブルターニュ運動（EMSAV）とエ
リアスの業績を比較して、その意義を明らか
にする。 
③ブルターニュにおけるエリアスの評価を
調査・検討し、その背景を明らかにする。 
 

上記の各点について、具体的な研究内容は

以下の通りである。 
①に関しては、初期のブルトン語による著

作、民話収集家／語り手としての活動、コル
ヌアイユ祭における具体的な貢献等、エリア
スのあまり知られていない側面にも焦点を
当てる。 

②については、その活動を２０世紀前半に
始まるブルターニュ運動との関連で対比的
に論じ、とりわけ現代ブルトン語教育の父、
ロパルス・エモンの活動とエリアスのそれを
比較対照させながら、両者の思想信条の相違
を検証する。 
③については、生前、死後を問わず、エリ

アスに関して書かれた著作や新聞、雑誌等の
記事を整理し、その評価について分析する。
なかでも『誇り高き馬』への返答としてグザ
ヴィエ・グラールが出版した『横倒しにされ
た馬』をきっかけに両者の間で始まった論争
を追い、両者の立場や主張の相違を明らかに
するとともに、そこで真に問われていたもの
は何かを考察する。 
 
３．研究の方法 

３年間の研究期間において本研究の目的
を達成するために、以下の３つの方法で研究
を進める。 
 

①パリのフランス国立図書館、レンヌ市立図
書館、カンペール市立図書館、ブルターニ
ュ・オキシダンタル大学ブルターニュ・ケル
ト研究センター（CRBC）の「エリアス文庫」
（Fonds Pierre-Jakez Hélias）等における
文献・資料の収集および調査。 
②国立視聴覚資料センター(INA)レンヌ支部
(INA atlantique)に保管されている、エリア
スが出演したラジオやテレビ番組等の録
音・録画資料等の調査。 
③エリアスの遺族をはじめとする関係者へ
のインタビュー調査。 
 
これらの方法によって、エリアスの多面的

な活動を調査・整理して、その全体像を把握
する。また、それを元に２０世紀のブルター
ニュ運動におけるエリアスの業績の意義を
明らかにし、ひいてはブルターニュにおける
エリアス批判の理由や背景を解明したい。 
①の文献資料の調査において最も有益な

資料を提供すると期待されるのが、ブレスト
のブルターニュ・オキシダンタル大学のブル
ターニュ・ケルト研究センターに所蔵されて
いる「エリアス文庫」である。同文庫はエリ
アスの死後、遺族が自宅に残された多種多様
な文献・資料をまとめて寄贈したもので、さ
まざまな草稿やノート類、またエリアスに関
する新聞や雑誌の記事の切り抜き等、本研究
に益する資料が多数所蔵されている。 
②の視聴覚資料については、エリアスがま



ずラジオのパーソナリティーとしてブルタ
ーニュで知られるようになった事実からも
明らかなように、彼の活動全体を理解する上
で欠かすことのできない資料であり、現在
INA のレンヌ支部に一元化されて整理が進め
られている。 
 ③のインタビュー調査を行うのは、ブルタ
ーニュの現代史に関しては、活字になってい
ない部分も多く、また資料のみからでは脈絡
がつかめない事柄もあり、オーラル・ヒスト
リーがしばしば大変有効な研究手段となる
からである。特にエリアスのように著作のみ
にとどまらない活動を行った人物の場合、関
係者の証言を得ることはほとんど不可欠で
ある。エリアスの没後からすでに２０年近く
経ち、生前の姿を知る人たちの高齢化も進ん
でいる。その証言の収集が急がれるゆえんで
ある。 
 
４．研究成果 

平成２２年度は、当初の計画通り、エリア
スの多面的な活動を調査・整理することに重
点を置いた。なかでもブレストのブルターニ
ュ・オキシダンタル大学に付属する「ブルタ
ーニュ・ケルト研究センター」には貴重な資
料が多くあり、その調査に多くの時間を費や
した。同センターには、エリアスの死後に遺
族によって寄贈されたエリアスの草稿やノ
ート類や書簡、新聞や雑誌の記事の切り抜き
等の多くの資料が収められた「エリアス文
庫」があり、目録を参考にその収蔵資料の内
容を把握する一方で、その閲覧・複写を通し
て、著作のみからは知ることのできないエリ
アスの諸活動を具体的に知ることができた。
また同センターに所蔵されているエリアス
関連の蔵書や資料、なかでもエリアスをテー
マとした未刊行の博士論文等の資料の閲覧
は有益であった。 

文献調査の傍ら、エリアスに関するインタ
ビュー調査も積極的に行なった。特にエリア
スの長女クローデット・エリアスには二度に
わたって話を聞くことができた上、エリアス
の遺品の一部である１２冊の手帳のコピー
を許可していただいた。 

また生前のエリアスと多くの交流があっ
たレンヌ大学名誉教授のフランシス・ファヴ
ローや歌手で民謡研究者のヤン・ファンシ
ュ・ケメネール、レンヌ大学教員のフランソ
ワーズ・モルヴァン、ブルターニュ・オキシ
ダンタル大学教員のエリアス研究家ロナ
ン・カルヴェスやマナイック・トマ、また欧
州少数言語事務局フランス支部長のタン
ギ・ルアルン、その夫人でブルトン語学校「デ
ィーワン」校長のアナ・ヴァリ・シャパラン
からも率直な意見を聞くことができた。さら
にグーランのコンクールで出会ったブルト
ン語話者たちとの率直な対話も、エリアス像

を客観化する上で大変に役に立った。 
平成２３年度は、ブレストのブルターニ

ュ・オキシダンタル大学に付属する「ブルタ
ーニュ・ケルト研究センター」において、エ
リアスの草稿やノート類の調査に時間を費
やす一方、特別な許可を得て国立視聴覚資料
センターのレンヌ支部で、エリアスが出演し
たラジオやテレビ番組等の録音・録画を大量
に視聴することができた。同センターに所蔵
されている視聴覚資料は、質量ともに予想を
はるかに上回るものがあり、その視聴によっ
てエリアスのメディア人としての側面を具
体的に知ることができた。 
また前年に引き続き、エリアスの関係者へ

のインタビュー調査も積極的に行った。なか
でもブルトン語専門の出版社「エムグレオ・
ブレイス」代表で、著名なブルトン語研究家
でもあるファンシュ・ブルディック、ブルト
ン語の独自の正字法を生み出したブレスト
大学名誉教授ファンシュ・モルヴァヌーの両
氏からは貴重な話を聞くことができた。  
平成２３年度はまた、ブルターニュ以外の

地域におけるエリアスの評価を知るために、
ブルターニュと同様に言語復興運動の盛ん
なバスク地方に赴き、「バスク文化センター」
代表を務めるパンチョア・エチャゴイアン氏
等にインタビューを行ったほか、ボルドー在
住のブルターニュの文化活動家数人に話を
聞いた。 
エリアスの長女クローデット・エリアス、

ブレスト大学教授ロナン・カルヴェス、レン
ヌ第２大学教授フランソワーズ・モルヴァン
には、前年に続き変わらぬ協力をいただいた。
歌手で民謡研究家でもあるヤン＝ファンシ
ュ・ケメネールやレンヌ第２大学教授イヴ・
ドフランスからは、調査全般に関わる貴重な
助言を得た。 
なおこの年のブルターニュにおける調査

の過程では、エリアスを研究する日本人とし
て、ブルターニュ地方の新聞である「テレグ
ラム」に取り上げられたほか、同系列の TBO
テレビのニュース番組にも出演した。 
平成２４年度は最終年であったので、イン

タビュー調査の総仕上げとして、本研究の重
要な協力者であるエリアスの長女クローデ
ット・エリアスに、生前のエリアスが特に信
頼していた人物を、存命中の人物からピック
アップしてもらい、インタビューを試みた。 
まず、９０年代にケルト文化圏のミュージ

シャンを結集させた『ケルトの遺産』をプロ
デュースし、現在はブルターニュ商工界の一
大プロジェクト「プロデュイ・アン・ブルタ
ーニュ」(Produit en Bretagne)の代表を務
めるジャケス・ベルナール氏をカンペールに
訪ね、エリアスの写真に囲まれた事務所で、
若い頃にエリアスから受けた影響を中心に、
２時間にわたって話を聞いた。 



また、エリアスの故郷のビグーデン地方で、
エリアスの子供時代をよく知る従妹のマチ
ルドと、彼女の幼馴染でもあるエリアス博物
館の館長に話を聞いた。 

最後に、エリアスがその晩年にとりわけ親
密に交際した、写真家フェリックスおよびニ
コール・ルガレック夫妻を自宅に訪問し、特
にプロゴフにおける原発建設をめぐる警察
隊と住民との闘いを描いた映画『銃に立ち向
かう石ころ』を監督したニコールから、それ
まで政治闘争とは無縁であったエリアスが
この闘争に関わった経緯について、多くの証
言を得ることができた。 

またクローデットの計らいで、エリアスが
晩年に家族と過ごした自宅を訪れ、書斎や蔵
書等を閲覧することができた。 

さらにレンヌでは、エリアスと直接的な関
係はないが、ブルターニュの口承文化保存協
会「ダステュム」(DASTUM)の本部を訪ね、デ
ィレクターから同協会のシステムや運営の
現状、問題点等などについて詳しく話を聞い
た。 

なお、調査の成果の一部は、日本ケルト学
会で発表したほか、鹿児島大学の人文学科論
集や日本ケルト学会の学会誌『ケルティッ
ク・フォーラム』に論文の形で掲載した。 
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